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[2-35] Long Wang, Hiroyuki Nakagawa, Tatsuhiro Tsuchiya, “Opinion Analysis and 

Organization of Mobile Application User Reviews”, in Proc. of the Third 
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9 

 

(Dec 2018). 
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System for Modeling and Verifying Agent Behaviors”, in Proc. of the 21st 

International Conference on Principles and Practice of Multi-Agent Systems 
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Tatsuhiro Tsuchiya, “A Framework for Updating Functionalities Based on the 
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[2-42] Hiroyuki Nakagawa, Nobukazu Ishii, Tatsuhiro Tsuchiya, “A Document-based 

Parameter Correlation Metric for Test Design”, in Proc. of the 30th 
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Reviews Classification Using Keyword Expansion”, in Proc. of the 30th 
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2018), pp.125-130 (Jul 2018). 

[2-44] Hiroyuki Nakagawa, Toshinobu Hasegawa, Shori Matsui, Tatsuhiro Tsuchiya, 

“Visualization of Specification Coverage: A Case Study of a Web Application 

Development in Industry”, in Proc. of the IEEE 28th International Symposium on 

Software Reliability Engineering (ISSRE 2017), (Industry track), pp.77-80 (Oct 

2017). 

[2-45] Hironori Shimada, Hiroyuki Nakagawa, Tatsuhiro Tsuchiya, “Constructing a Goal 

Model from Requirements Descriptions Based on Extraction Rules”, in Proc. of 

the 4th Asia Pacific Requirements Engineering Symposium (APRES 2017), pp.175-

188 (Nov 2017). 

[2-46] Shinpei Ogata, Hiroyuki Nakagawa, Yoshitaka Aoki, Kazuki Kobayashi, Yuko 

Fukushima, "A Tool to Edit and Verify IoT System Architecture Model", in Proc. 

of the ACM/IEEE 20th International Conference on Model Driven Engineering 

Languages and Systems (MODELS 2017), (Tools and Demonstrations track), Satellite 
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[2-47] Hiroyuki Nakagawa, Shori Matsui, Tatsuhiro Tsuchiya, “A Visualization of 

Specification Coverage Based on Document Similarity”, in Proc. of the 39th 

International Conference on Software Engineering (ICSE 2017), Poster session, 

Companion Volume pp. 136-138 (May 2017). 

[2-48] Tatsuya Konishi, Hideharu Kojima, Hiroyuki Nakagawa, Tatsuhiro Tsuchiya, 

“Finding Minimum Locating Arrays Using a SAT Solver”, in Proc. of the 6th 

International Workshop on Combinatorial Testing (IWCT 2017), Poster session, 
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[2-49] Hiroyuki Nakagawa, Kento Ogawa, Tatsuhiro Tsuchiya, “Caching Strategies for 

Run-time Probabilistic Model Checking”, in Proc. of the 11th International 

Workshop on Models@run.time (MRT 2016), pp.18-25 (Oct 2016). 

[2-50] Hiroki Tsuda, Hiroyuki Nakagawa, Tatsuhiro Tsuchiya, “A Dynamic Verification 

Mechanism for Real-time Self-adaptive Systems”, in Proc. of the 10th IEEE 

International Conference on Self-Adaptive and Self-Organizing Systems (SASO 
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[2-51] Hiroyuki Nakagawa, Tatsuhiro Tsuchiya, “Towards Automatic Constraint 

Elicitation in Test Design: Preliminary Evaluation Based on Collective 

Intelligence”, in Proc. of the 30th IEEE/ACM International Conference on 

Automated Software Engineering Workshop (ASEW 2015), pp. 58-61 (Nov 2015). 

[2-52] Hiroki Tsuda, Hiroyuki Nakagawa, Tatsuhiro Tsuchiya, “Towards Self-Adaptation 
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[2-53] Kento Ogawa, Hiroyuki Nakagawa, Tatsuhiro Tsuchiya, “An Experimental 

Evaluation on Runtime Verification of Self-adaptive Systems in the Presence of 
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“Locating a Faulty Interaction in Pair-Wise Testing”, in Proc. of the 20th 
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11 

 

[2-58] Hiroyuki Nakagawa, Takumitsu Kudo, Yuichi Sei, Yasuyuki Tahara, Akihiko Ohsuga, 

“Towards Software Evolution for Embedded Systems Based on MAPE Loop 

Encapsulation”, in Proc. of the Eighth IEEE International Conference on Self-
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4. 講演・招待講演 

[4-1] 中川博之,“ 確率的モデル検査とその応用”, 令和 6年度第 1回 Cypher 研究会，岡山, 

(2024 年 7 月 24 日). ［講演］ 

[4-2] 中川博之,“ 確率的モデル検査とその応用”, 大阪大学大学院情報科学研究科 2022 年

度ランチセミナー，大阪, (2023 年 3 月 16 日). ［講演］ 

[4-3] 中川博之, キャリアトークセッション, 情報処理学会 ソフトウェアエンジニアリング

シンポジウム 2022（SES2022），早稲田大学, (2022 年 9 月 7 日). ［座長兼パネリスト］ 

[4-4] 中川博之,“ モデル検査の基礎と自己適応システムへの応用-[第 2 部]自己適応システ

ムとモデル検査の応用”, IT 連携フォーラム OACIS 第 64 回技術座談会，オンライン, 

(2021 年 2 月 19 日). ［講演］ 

[4-5] 中川博之, 外山大夢，土屋達弘，“効率的な動的検証のためのパラメータ化確率モデル

に基づいた検証式キャッシュ”，情報処理学会 ソフトウェアエンジニアリングシンポ

ジウム（SES2020），神奈川（オンライン），(2020 年 9 月 11 日). ［招待講演］ 

[4-6] 中川博之,“自己適応システムはなぜ動くのか：自己適応化技術とその応用”, 大阪大学

大学院情報科学研究科 2019 年度第 5 回ランチセミナー，大阪, (2020 年 1 月 23 日). 

［講演］ 

[4-7] 中川博之,“自ら考え適応するソフトウェアの実現に向けて”, 大阪大学基礎工学部 第

38 回公開講座「未来を拓く先端科学技術」，大阪, (2016 年 8 月 4 日). ［講演］ 

[4-8] 中川博之,“自己適応システムはなぜ動くのか”，電子情報技術産業協会 （JEITA） ソ

フトウェアエンジニアリング技術ワークショップ 2015 ～ソフトウェアエンジニアリン

グ 基盤と革新／理論と実践～，東京，(2015 年 12 月 17 日). ［招待講演］ 

[4-9] 中川博之,“ソフトウェア工学の最新動向 －要求駆動型開発のすすめ－”，株式会社 

カジマアイシーティ，東京，(2015 年 9 月 4 日). ［招待講演］ 

[4-10] 中川博之,“要求工学の最新動向”, IT 連携フォーラム OACIS 第 47 回技術座談会，大

阪, (2015 年 1 月 20 日). ［講演］ 

[4-11] 中川博之,“自己適応システムの研究動向”， 平成 26 年度 SSR(産学戦略的研究フォー

ラム)：大規模複雑な自己適応システムの適応進化制御手法に関する調査研究，東京，

(2014 年 7 月 18 日). ［基調講演］ 

[4-12] 中川博之,“要求工学の現状と展望 －ソフトウェア進化と自己適応にむけて－”，電子

情報通信学会 知能ソフトウェア工学研究会 (SIG-KBSE) ，東京，(2013 年 9 月 13 日). 

［チュートリアル招待講演］ 

 

5. 国内会議（査読有り） 

[5-1] 成澤瑠佳，小形真平，青木善貴，中川博之，小林一樹，岡野浩三，“性格特性に応じた

ユーザモデル半自動生成手法の提案”， ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 

2024  (2024 年 11 月)． 

[5-2] 成澤瑠佳，小形真平，青木善貴，中川博之，小林一樹，岡野浩三，“性格特性に基づく

システム安全性検証の試み”， ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム(SES2024), 
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pp. 278-286 (2024 年 9 月) ． 

[5-3] 田中友基，小形真平，青木善貴，中川博之，岡野浩三，“モデル検査による UML ステート

マシン図の多次元的検証支援の検討”， ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 

2023   (2023 年 11 月)． 

[5-4] 渡辺啓太郎，中川博之，土屋達弘，“エポックワードと名詞の重要度を用いたソフトウェ

ア仕様書からのゴール文の抽出”，ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2022 ，

pp.135-140  (2022 年 11 月)． 

[5-5] 新田壮史，中川博之，土屋達弘，“RPA における不具合発生要因の分類”，ソフトウェア

工学の基礎ワークショップ FOSE 2021 ，pp.39-44  (2021 年 11 月)． 

[5-6] 小形真平，大池勇太郎，中川博之，青木善貴，小林一樹，岡野浩三，“異粒度指向反例解

析に向けて”， ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2021，pp.45-50   (2021

年 11 月)． 

[5-7] 有若新悟, 中川博之, 土屋達弘, “要求仕様に対するテストカバレッジ分析におけるグ

ラフクエリの適用について”， ソフトウェア・シンポジウム 2021，pp.136-141 (2021

年 6 月)． 

[5-8] 大池勇太郎，小形真平，青木善貴，中川博之，小林一樹，岡野浩三，“モデル検査にお

ける複雑な検査式に対する反例解析手法の提案”， ソフトウェアエンジニアリングシ

ンポジウム(SES2020)，pp.23-31 (2020 年 9 月)． 

[5-9] 青木善貴，小形真平，小林一樹，中川博之，“グラフ化による制御ループに関する反例

の可視化手法の提案”， ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム(SES2020)，

pp.115-124 (2020 年 9 月)． 

[5-10] 青木善貴，小形真平，小林一樹，中川博之，“確率的モデル検査器を用いた制御ループの

定量的検証の試案”，ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2019， pp.115-120 

(2019 年 11 月)． 

[5-11] 中川博之，小形真平，青木善貴，小林一樹，“エージェント指向設計に基づいた CPS/IoT

システム設計の有効性に関する考察”，合同エージェントワークショップ＆シンポジウ

ム 2019（JAWS2019）論文集, pp.204-211 (2019 年 9 月)． 

[5-12] 大池勇太郎，小形真平，青木善貴，中川博之，岡野浩三，“NuSMV の反例解析支援ツール

の試作”，ウィンターワークショップ 2018・イン・福島飯坂（WWS2019）， pp.13-14 (2019

年 1 月) . 

[5-13] 島田裕紀，中川博之，土屋達弘，“ユーザレビューに基づいたゴールモデル構築手法の検

討”，ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2018，pp.119-128 (2018 年 11 月)． 

[5-14] 土田真也，中川博之，土屋達弘，“MAPE ループを用いた IoT デバイスの効率的な再利用

法の検討”，ウィンターワークショップ 2018・イン・宮島（WWS2018），pp.74-75 (2018

年 1 月). 

[5-15] 小形真平，小林一樹，青木善貴，中川博之，“TORTE による IoT システムモデリングの実

践 ～農園画像モニタリングシステムを事例として～”，ウィンターワークショップ

2018・イン・宮島（WWS2018），pp.72-73 (2018 年 1 月) . 
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[5-16] 松井勝利，中川博之，土屋達弘，“ばねモデルに基づいた要求カバレッジ可視化ビューア

の構築”，ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2017，pp.43-52 (2017 年 11

月)． 

[5-17] 松井勝利，中川博之，土屋達弘，“テスト計画に対する要求カバレッジ可視化手法の提案”，

ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2016，pp.211-216 (2016 年 12 月)．（貢

献賞（ショートペーパー部門）受賞：松井勝利） 

[5-18] 小形真平，小林一樹，青木善貴，中川博之，“Layard: IoT システムの要求分析における

アクタ中心のモデル図”，ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2016，pp.199-

204 (2016 年 12 月)． 

[5-19] 津田宏軌，中川博之，土屋達弘，“時間制約を考慮可能な動的検証機能を備えた自己適

応システム実装フレームワーク”， 第 15 回情報科学技術フォーラム（FIT2016）, 第 1

分冊 pp.41-48 (2016 年 9 月). （FIT 奨励賞受賞） 

[5-20] 本田耕三，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“洗練パターンによるゴール指向ユース

ケースモデリング”， ソフトウェアエンジニアリングシンポジウム(SES2014) ，pp.45-

50 (2014 年 9 月)． 

[5-21] 山縣慧，中川博之，清雄一，田原康之，大須賀昭彦，“C/S 型オンラインゲームの自己

適応化に向けた MAPE ループ構成パターンの提案”， 第 21 回マルチメディア通信と分

散処理ワークショップ (DPSWS2013)，pp.157-164 (2013 年 12 月)． 

[5-22] 吉田豊，本田耕三，清雄一，中川博之，田原康之，大須賀昭彦， “テンプレートを用い

た法的要求抽出のための支援ツールの実装と評価”，ソフトウェア工学の基礎ワークシ

ョップ FOSE 2013，pp.119-124 (2013 年 11 月)． 

[5-23] 堀田大貴，本田耕三，清雄一，中川博之，田原康之，大須賀昭彦， “リファインメント

パターンを利用した KAOS ゴールモデルから BPMN モデルへの変換”，ソフトウェア工学

の基礎ワークショップ FOSE 2013，pp.273-282 (2013 年 11 月)． 

[5-24] 田代和浩，川村隆浩，清雄一，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“Human Pose Guide 

Ontology を用いたアイドル画像のポーズ分類エージェント”，合同エージェントワー

クショップ＆シンポジウム 2013（JAWS2013）論文集, pp.26-27 (2013 年 9 月)． 

[5-25] 池尻恭介，清雄一，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“食材の希少性に基づいた意外

性のあるレシピの抽出エージェント”，合同エージェントワークショップ＆シンポジウ

ム 2013（JAWS2013）論文集, pp.17-18 (2013 年 9 月)． 

[5-26] 中村祐貴，本田耕三，中川博之，田原康之，大須賀昭彦， “ソフトウェア再利用に向け

た共通ゴール判別手法の提案”， ウィンターワークショップ 2013・イン・那須，pp.61-

62 (2013 年 1 月)． 

[5-27] 中村祐貴，本田耕三，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“ゴールモデルの構造に基づ

いた共通ゴール判別手法の提案”，ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2012，

pp.62-67 (2012 年 12 月)． 

[5-28] 仲村滋夫，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“UAV と UGV の協調動作による障害物撤

去に向けて”，合同エージェントワークショップ＆シンポジウム 2012（JAWS2012）論文
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集, pp.1-8 (2012 年 10 月)． 

[5-29] 新井佑弥，折原良平，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“GA を用いたシステムトレー

ドにおける損失に着目した適合度関数の設定”，合同エージェントワークショップ＆シ

ンポジウム 2012（JAWS2012）論文集, pp.1-8 (2012 年 10 月)． 

[5-30] 折笠裕樹，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“Twitter 上のフォロー関係を用いた信

頼性の高い未知コンテンツの推薦”，合同エージェントワークショップ＆シンポジウム

2012（JAWS2012）論文集, pp.1-8 (2012 年 10 月)． 

[5-31] 越川兼地，川村隆浩，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“CRF を用いたメディア情報

の抽出と Linked Data 化  ～ソーシャルメディアとマスメディアの比較事例～”，合同

エージェントワークショップ＆シンポジウム 2012（JAWS2012）論文集, pp.1-9 (2012 年

10 月)．（学生優秀論文賞受賞: 越川兼地） 

[5-32] Sombat Chanvilai, Kozo Honda, Hiroyuki Nakagawa, Yasuyuki Tahara, Akihiko Ohsuga, 

“Support for Generating UML Class Diagrams and OCL Constraints from KAOS 

Model”, ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2011, pp.157-162 (2011 年 11

月).  

[5-33] 堀越永幸，中川博之，田原康之，大須賀昭彦， “非機能特性を考慮した自己適応システ

ムの動的再構成手法の提案”，ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2011，

pp.139-144 (2011 年 11 月)． 

[5-34] 吉池弘樹，本田耕三，中川博之，田原康之，大須賀昭彦， “モデル検査のためのオブジ

ェクト制約言語を用いた外部環境モデルの構築のための考察”，ソフトウェア工学の基

礎ワークショップ FOSE 2011，pp.109-114 (2011 年 11 月)． 

[5-35] 伊藤 雅博, グェン ミン テイ, 川村 隆浩, 中川 博之，田原 康之，大須賀 昭彦，”震

災時の効率的な避難のための行動推薦エージェント Ready for 87%の提案（3）～行動ネ

ットワークを用いた避難行動の推薦～”，合同エージェントワークショップ＆シンポジ

ウム 2011（JAWS2011）論文集 (2011 年 10 月)． 

[5-36] グェン ミン テイ, 越川 兼地, 川村 隆浩, 中川 博之，田原 康之，大須賀 昭彦，”震

災時の効率的な避難のための行動推薦エージェント Ready for 87%の提案（2）～時系列

避難行動ネットワークの構築～”，合同エージェントワークショップ＆シンポジウム

2011（JAWS2011）論文集 (2011 年 10 月)． 

[5-37] ミヤマエ イワナガ イサベル シズ, グェン ミン テイ, 川村 隆浩, 中川 博之，田原 

康之，大須賀 昭彦， “震災時の効率的な避難のための行動推薦エージェント Ready for 

87%の提案（1）～避難計画オントロジーの設計～”，合同エージェントワークショップ

＆シンポジウム 2011（JAWS2011）論文集 (2011 年 10 月)． 

[5-38] 全 泰賢, 川村 隆浩, 中川 博之，田原 康之，大須賀 昭彦， “服飾系 EC サイトにお

ける商品閲覧履歴に基づいたデザイン嗜好の推定と商品検索システムの提案”，合同エ

ージェントワークショップ＆シンポジウム 2011（JAWS2011）論文集 (2011 年 10 月)． 

[5-39] 石野克徳, 折原良平, 中川博之，田原康之，大須賀昭彦， “フォークソノミーとソーシ

ャルアノテーションを用いた動画シーンへのラベリング”，合同エージェントワークシ
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ョップ＆シンポジウム 2011（JAWS2011）論文集 (2011 年 10 月)． 

[5-40] 本田耕三，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“ケーススタディ：KAOS/UML モデリング”，

ソフトウェア工学の基礎ワークショップ FOSE 2010，pp.155-160 (2010 年 11 月)． 

[5-41] 三代謙仁，川村隆浩，中川博之，田原康之，大須賀昭彦， “携帯端末上での拡張現実を

用いた植物推薦エージェント Green-ThumbPhone の開発”， 合同エージェントワークシ

ョップ＆シンポジウム 2010（JAWS2010），pp.1-8，(2010 年 10 月)．（ベストポスター賞

受賞） 

[5-42] 住元宗一朗，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“コンテンツ投稿型 SNS における未知

性と意外性を考慮した推薦エージェントの提案”， 合同エージェントワークショップ

＆シンポジウム 2010（JAWS2010），pp.1-6，(2010 年 10 月)． 

[5-43] 橋本和幸，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“マイクロブログを用いた評判傾向抽出

法の提案”， 合同エージェントワークショップ＆シンポジウム 2010（JAWS2010），pp.1-

6，(2010 年 10 月)． 

[5-44] 佐藤大輔，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“閲覧中のニュース記事に対するブログ

の主張を提示するシステムの提案”， 合同エージェントワークショップ＆シンポジウ

ム 2010（JAWS2010），pp.1-6，(2010 年 10 月)． 

[5-45] 田中俊行，グェンミンティ，中川博之，田原康之，大須賀昭彦，“教師あり学習を用い

たレビューサイトからの意見抽出”， 合同エージェントワークショップ＆シンポジウ

ム 2010（JAWS2010），pp.1-8，(2010 年 10 月)．（学生奨励賞受賞: 田中俊行） 

[5-46] 多胡厚津史，中川博之，田原康之，大須賀 昭彦, “ニコニコ探検くらぶ：ソーシャルア

ノテーションとキーワード群に基づく動画要約”，インタラクション 2010，情報処理学

会シンポジウムシリーズ Vol.2010, No.4，pp.47-50 (2010 年 3 月)． 

[5-47] 玉田和洋, 中川博之, 田原康之, 大須賀昭彦, “モデル検査による Ajax アプリケーシ

ョン検証”, ウィンターワークショップ・イン・倉敷 論文集 2010, Vol.2010, No.3, 

pp.139-140 (2010 年 1 月)． 

[5-48] 田原康之，中川博之，中山健，大須賀昭彦, “自己適応型セキュリティアーキテクチャ

の提案”，合同エージェントワークショップ＆シンポジウム(JAWS2009)，pp.445-452

（2009 年 10 月）.  

[5-49] 西村一彦，中川博之，中山健，田原康之，大須賀昭彦, “自律システム実現に向けたア

ーキテクチャの構築”，合同エージェントワークショップ＆シンポジウム(JAWS2009)，

pp.524-531（2009 年 10 月）.（優秀論文賞受賞） 

[5-50] 多胡厚津史，中川博之，中山健，田原康之，大須賀昭彦, “ニコシーン： ソーシャルア

ノテーションとキーワード群に基づく動画シーン検索”， 合同エージェントワークシ

ョップ＆シンポジウム(JAWS2009)，pp.332-339（2009 年 10 月）. 

[5-51] Minh Nguyen The，川村隆浩，中川博之，中山健，田原康之，大須賀昭彦, “条件付確率

場と自己教師あり学習を用いた行動属性の自動抽出と評価”，合同エージェントワーク

ショップ＆シンポジウム(JAWS2009)，pp.468-475（2009 年 10 月）. 

[5-52] 沈偉，川村隆浩，中川博之，中山健，田原康之，大須賀昭彦, “オントロジー構築サー
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